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硫
  

黄

　

N
P
O
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴

史
を
語
り
継
ぐ
会
で
は
、
蔵
王

猿
倉
の
地
、
元
中
川
第
二
小
学

校
跡
地
に
建
設
し
て
い
た
「
蔵

王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
を
晴
れ

て
開
館
し
ま
し
た
。

　

同
資
料
館
は
、
平
成
28
年
度

に
建
設
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、

会
員
、
賛
助
会
員
の
寄
付
を
募

り
、
ま
た
平
成
31
年
に
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ン
グ
に
よ
っ
て

広
く
市
民
か
ら
の
寄
付
も
募

り
、
総
額
一
千
二
百
万
円
余
の
資

金
で
建
設
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
令
和
元
年

５
月
15
日
山
神
社
祭
礼
の
日
に

地
鎮
祭
を
、
同
年
７
月
に
は
上

棟
式
を
行
い
、
同
元
年
９
月
に

完
成
し
、
開
館
を
翌
２
年
５
月

と
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

本
年
の
秋
に
繰
り
延
べ
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

開
館
式
は
、
令
和
２
年
10
月

25
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
同

資
料
館
前
広
場
に
お
い
て
、
上

山
市
長
・
横
戸
長
兵
衛
様
、
上

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語

り
継
ぐ
会
で
は
、
令
和
２
年
11
月
23
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）、
役
員
及
び
会
員
計

16
人
が
参
加
し
て
恒
例
の
芋
煮
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
芋
煮
会
は
、「
蔵
王
鉱
山
歴
史

資
料
館
」
の
披
露
を
目
的
に
法
人
会
員

を
広
く
招
待
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
か
参
加
者

が
予
想
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
資
料

館
の
案
内
が
主
眼
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

芋
煮
会
に
先
立
ち
同
資
料
館
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
蔵
王
猿
倉
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
移
動
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
留

意
し
な
が
ら
芋
煮
会
を
開
催
、
鉱
山
時

代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

NPO法人の芋煮会を開催NPO法人の芋煮会を開催

　

わ
た
く
し
が
住
ん
で
い
る

隣
組
（
半
郷
４
組
）
の
懇
親

会
が
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
い
つ
も
の
通

り
「
よ
う
こ
そ
猿
倉
へ
」
と

い
う
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
そ

し
て
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

宴
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た

頃
、「
近
代
化
産
業
遺
産
と
い

う
国
の
制
度
が
あ
る
の
を

知
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
。
蔵
王
鉱
山
は

そ
の
歴
史
や
規
模
か
ら
し
て

認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
、

と
も
付
け
加
え
て
く
れ
た
。

名
刺
を
い
た
だ
く
と
「
山
形

県
教
育
庁
文
化
財
課
課
長
補

佐
・
長
橋　

至
」
と
あ
っ
た
。

　

わ
た
く
し
は
、
今
更
な
が

ら
情
報
の
遅
れ
や
不
勉
強
さ

を
嘆
い
た
。
そ
し
て
夢
に
ま

で
見
て
い
た
「
よ
み
が
え
る

蔵
王
鉱
山
」
へ
の
想
い
を
強

め
た
。

　

二
代
目
を
中
心
に
「
蔵
王

鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」

を
起
ち
上
げ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
我
が
蔵
王
猿

倉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
一
人
の

加
盟
届
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

元
山
形
県
鉱
政
課
主
幹
の
阿

部
大
輔
さ
ん
（
ス
キ
ー
技
術

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

１
級
公
認
）
で
あ
っ
た
。
閉

山
後
鉱
害
対
策
等
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
で
あ
る
。
蔵
王

鉱
山
は
も
ち
ろ
ん
県
内
の
鉱

山
す
べ
て
を
知
り
尽
く
し
て

い
る
専
門
家
で
あ
っ
た
。

　

国
の
近
代
化
産
業
遺
産
の

認
定
と
い
い
、
阿
部
大
輔
さ

ん
の　

出
現　

と
い
い
、
こ

れ
か
ら
の
私
た
ち
の
活
動
に

展
望
と
自
信
を
与
え
て
く
れ

た
、
と
思
い
、
や
る
気
十
分

に
か
き
立
て
て
く
れ
た
。

　

密
閉
さ
れ
た
坑
口
を
開
放

し
、
火
災
現
場
を
検
証
す
る

計
画
が
満
場
一
致
で
確
認
さ

れ
た
。　
　
　

 

（
か
わ
ぐ
ち
）

―
 

そ
の
十
五 ―

近
代
化
産
業
遺
産
認
定
に
向
け
て

上
山
市　
　
　

　

海
老
名
六
郎
様
・
蔦
谷　

栄
三
様
・
桑
原
久
仁
美
様

　

土
田　

有
尚
様
・
長
沢　

徹
郎
様

　
山
形
市　
　
　

　

冨
塚　

幸
雄
様

上
山
市

　

内
海　

弘
美
様
・
内
海　

清
人
様
・
須
田　

勝
男
様

東
京
都　
　
　

　

鈴
木　

義
雄
様

上
山
市　
　
　

　

内
海　

清
人
様
・
山
口　

千
恵
子
様

　

上
山
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
様

山
形
市　
　
　

　

靑
木　

俊
二
様

上
山
市

　

森
田　

榮
一
様
・
水
田　

延
子
様
・
小
松　

正
明
様

　

塩
野　

昌
俊
様
・
川
口
よ
う
子
様
・
大
場　

秀
雄
様

　

長
岡　

迪
生
様

　

令
和
２
年
７
月
26
日
よ
り
12
月
15
日

ま
で
の
会
費
、
寄
付
金
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

前
号
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
下
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

開
館
に
当
た
り
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
。

会
　  

費

ご 

寄 

付

感 

謝

“

”

山
市
議
会
議
長
・
大
沢
芳
朋
様
、

中
川
地
区
会
長
会
会
長
・
木
村
義

博
様
等
24
名
の
来
賓
を
お
迎
え

し
、
さ
ら
に
N
P
O
法
人
役
員
11

　

日
曜
日
で
何
か
と
ご
多
用
の
と
こ
ろ
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

司
会
を
務
め
て
お
ら
れ
る
専
務
理
事
の

髙
橋
正
之
さ
ん
、開
会
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
た
副
理
事
長
の
佐
藤
竹
志
さ
ん
は
、

閉
山
の
時
は
高
校
２
年
生
だ
っ
た
そ
う
で

あ
り
ま
す
。そ
し
て
受
付
や
会
場
設
営
に

つ
い
て
努
力
し
て
く
れ
た
理
事
の
皆
さ
ん

は
、中
学
生
、小
学
生
だ
っ
た
そ
う
で
あ
り

ま
す
。彼
ら
を
中
心
に「
N
P
O
法
人
蔵
王

鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」を
結
成
し
、

こ
の
資
料
館
建
設
に
向
け
て
の
カ
ン
パ
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

企
業
や
団
体
を
除
い
て
166
人
の
方
々

か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
93
％

に
当
た
る
人
が
年
金
生
活
者
で
あ
り
ま

す
。
後
ほ
ど
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ

の
資
料
館
に
は
、
閉
山
に
よ
り
全
国
に

離
れ
た
仲
間
た
ち
の
貴
重
な
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
私
の
胸

を
打
っ
た
の
は
「
坑
内
火
災
は
人
災
で

あ
っ
た
」
と
い
う
会
社
の
内
部
文
書
が
展

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
閉
山
に
よ

る
怒
り
や
悲
し
み
、
こ
れ
ら
が
「
坑
内
火

災
は
人
災
だ
っ
た
」
と
い
う
資
本
の
反
省

に
よ
り
、
胸
に
つ
か
え
て
い
た
も
の
が

取
れ
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
分
で
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
と
な
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
の
で
三

点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 名

が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
関
係
は
山
形

新
聞
と
N
H
K
の
２
社
が
取

材
し
ま
し
た
。

　

開
館
式
は
、
髙
橋
専
務
理

事
の
司
会
進
行
で
進
め
ら

れ
、
佐
藤
竹
志
副
理
事
長
の

開
会
挨
拶
、
川
口
兼
次
理
事

長
の
主
催
者
挨
拶
（
同
記
事

別
枠
）
を
行
い
、
上
山
市
長
、

上
山
市
議
会
議
長
、
中
川
地

区
会
長
会
会
長
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
紹
介
の

の
ち
、
川
口
理
事
長
、

横
戸
市
長
、
大
沢
議
長
、

木
村
会
長
の
４
氏
に

よ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

（
同
記
事
上
部
）
が
行
わ

れ
、
記
念
撮
影
（
同
記

事
下
部
）
を
行
っ
て
式

典
を
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
後
、
来
賓
に
資
料

館
内
を
ご
案
内
し
、
開

館
式
の
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
一つ
は
、坑

内
火
災
が
残
し

た「
宝
物
」に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
ソ
ク
に
火
を

つ
け
て
逆
さ
に
し

て
み
て
く
だ
さ

い
。溶
け
た
ロ
ー

ソ
ク
が
積
み
重
ね
ら
れ
珊
瑚
礁
の
よ
う
な

状
態
に
な
り
ま
す
。若
い
時
か
ら
火
廻
り

（
発
破
の
あ
と
の
火
災
点
検
）を
や
ら
せ

ら
れ
何
回
も
体
験
し
て
い
ま
す
。閉
山
に

追
い
込
ん
だ
ほ
ど
の
大
火
災
な
の
で
、ス

バ
ラ
シ
イ
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。世

界
的
に
類
を
み
な
い
宝
物
と
な
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
は
、蔵
王
山
は
火
山
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
２
回「
噴
火
警
報
」が
発
令
さ
れ
、

観
光
客
の
足
が
止
ま
っ
た
体
験
が
あ
り
ま

す
。気
象
庁
は
、要
所
要
所
に
火
山
観
測

の
た
め
の
機
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。蔵

王
鉱
山
の
坑
内
は
、マ
グ
マ
の
一
番
近
い
と

こ
ろ
ま
で
坑
道
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
に
最
新
式
の
噴
火
予
知
機
を
設
置
す

る
、そ
し
て
気
象
庁
と
連
動
さ
せ
る
、御

嶽
山
の
噴
火
で
大
勢
の
登
山
者
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、こ
の
提
案
は
生

き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
は
、こ
の
地
蔵
王
猿
倉
は
歴
史（
蔵

王
鉱
山
）と
文
化（
齋
藤
茂
吉
）の
登
山
道

開
館
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

や
歌
碑
の
あ
る
ふ
る
里
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。や
や
元
気
を
失
い
つ
つ
あ
る
蔵

王
観
光
に
新
し
い
話
題
を
提
供
し
、賑
や

か
に
し
て
い
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。こ

の
歴
史
資
料
館
は
蔵
王
鉱
山
だ
け
の「
思

い
出
館
」に
す
る
の
で
な
く
、新
し
い
蔵

王
観
光
の
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
三
点
の
案
件
実
現
の
た
め
、
こ

の
地
域
に
骨
を
埋
め
る
決
意
で
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
、
い
こ
い
の
里
の
創
立
者
・

岩
川
久
子
さ
ん
、
猿
倉
と
い
う
小
さ
な

ス
キ
ー
場
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手

を
出
そ
う
と
厳
し
い
汗
を
流
し
て
お
ら

れ
る
猿
倉
レ
ー
シ
ン
グ
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
守
り
、
更
に

発
展
さ
せ
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

仲
間
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
実
現

さ
せ
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
以
上
の
ご
指
導
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事
長
　
川
口
　
兼
次
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編
集
後
記

　

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
は
、
令
和
２
年
10
月
25
日
（
日
）、
蔵
王
猿
倉
の
地
、
旧
中
川
第
二
小

学
校
跡
地
に
開
館
し
ま
し
た
。
開
館
後
、
新
聞
記
事
、
テ
レ
ビ
の
放
送
を
見
た
人
、
更
に
は
上

山
市
報
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
が
多
数
見
学
に
来
館
し
て
い
ま
す
。
同
資

料
館
の
見
学
者
は
、
令
和
２
年
11
月
末
日
現
在
で
180
人
余
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

同
資
料
館
の
所
在
地
、
開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
見
学
手
続
き
及
び
展
示
資
料
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

１　

資
料
館
の
所
在
地

　
　

〒
999-

3114　

上
山
市
永
野
字
蔵
王
山
2561-

27
（
蔵
王
猿
倉
・
元
中
川
第
２
小
学
校
跡
地
）　

　
　
（
建
物
の
目
標
〜
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
の
蔵
王
ラ
イ
ン
と
の
分
岐
点
に
建
つ
蔵
王
エ
コ
ー

　
　

山
荘
の
道
向
か
い
〜
建
物
の
全
景
は
、
写
真
の
と
お
り
。）

２　

開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　

令
和
２
年
は
、
冬
期
間
に
入
る
た
め
11
月
27
日
を
も
っ
て
休
館
と
し
ま
し
た
。
以
後
、

　

翌
３
年
４
月
24
日
頃
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
４
月
25
日
以
降
は
、
11
月
初
旬
ま
で
の
間
、
金
、
土
、
日
及
び
休
日
の
午
前

　

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。（
翌
４
年
以
降
も
同
時
期
に
開
館
し
ま
す
。）

３　

見
学
手
続
き

　
　

令
和
３
年
４
月
25
日
以
降
は
、
特
別
の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、
前
記
の
開
館
し
て
い
る

　

日
に
は
、
管
理
人
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
な
し
で
見
学
が
可
能
で
す
。
入
館
料
は
、

　

当
分
の
間
無
料
で
す
。

４　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
☎
0
2
3‐

6
7
9‐
2
2
1
1
）
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

５　

主
な
展
示
・
販
売
資
料

　

⑴　

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
年
表

　

⑵　

蔵
王
鉱
山
の
歴
代
役
職
者
名
簿

　

⑶　

鉱
山
操
業
時
の
事
業
活
動
、
生
活
ぶ
り
な
ど
を
映
像
で
紹
介
し
た
D
V
D
（
館
内
テ
レ

　
　

ビ
で
鑑
賞
可
、
映
像
は
20
分
程
度
、
館
内
に
お
い
て
１
枚
1,000
円
で
販
売
）

　

⑷　

社
宅
入
居
者
地
図
及
び
会
社
事
務
所
内
の
課
別
配
置
図

　

⑸　

閉
山
の
原
因
と
な
っ
た
元
山
採
鉱
所
の
「
坑
内
火
災
状
況
報
告
書
」

　

⑹　

鉱
山
の
会
社
で
発
行
し
た
社
内
報
「
や
ま
び
こ
」、
労
働
組
合
発
行
組
合
誌
「
密
閉
」

　

⑺　

元
中
川
第
２
小
学
校
発
行
の
文
集
「
さ
く
ど
う
」

　

⑻　

N
P
O
法
人
発
行
の
会
員
通
信
紙
「
蔵
王
通
信
・
硫
黄
」

　

⑼　

蔵
王
鉱
山
山
神
社
・
氏
子
会
報

　

⑽　

製
錬
場
地
区
の
ジ
オ
ラ
マ
（
写
真
の
と
お
り
）
及
び
蔵
王
山
の
ジ
オ
ラ
マ

　

⑾　

元
山
採
鉱
所
の
坑
内
地
図

　

⑿　

製
錬
所
に
お
け
る
硫
黄
の
焼
取
窯
の
構
造
図

　

⒀　

操
業
当
時
使
用
し
た
カ
ン
テ
ラ
等
の
工
具

　

⒁　

永
松
鉱
山
等
の
他
山
歴
史
資
料
館
資
料

　

⒂　

絵
画
（
藤
山
愛
一
郎
元
社
長
、
蔦
谷
栄
三
元
中
川
第
２
小
学
校
教
諭
の
制
作
し
た
油
絵
、

　
　

計
３
点
）

　

⒃　
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
建
設
等
に
対
す
る
協
賛
団
体
・
支
援
者
ご
芳
名

　
⒄
　
鉱
山
の
仕
事
や
生
活
ぶ
り
を
撮
影
し
た
写
真
パ
ネ
ル
（
写
真
の
と
お
り
）

　

⒅　
「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
・
第
１
集
」（
150
ペ
ー
ジ
、
１
冊
1,500
円
で
販
売
）

　

⒆　

閉
山
50
周
年
記
念
写
真
集
「
硫
黄
」（
25
ペ
ー
ジ
、
１
冊
1,000
円
で
販
売
）

山神社の雪囲いを実施、
二期工事を協議
山神社の雪囲いを実施、
二期工事を協議

　

令
和
２
年
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
役
員
７
人
が
参
加
し
、

山
神
社
の
社
殿
の
雪
囲
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
、
蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
移
動
し
て
役
員
会
を
開
催
。
資
料
館
の

二
期
工
事
と
し
て
計
画
し
て
い
る
教
室
棟

の
建
設
問
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
の
開

館
に
当
た
り
、「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
」（
第
１
集
）

（
150
頁
）を
発
刊
し
ま
し
た
。
初
回
は
50
部
を
発
行
し
、

開
館
式
に
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
に
贈
呈
し

た
ほ
か
、
上
山
図
書
館
に
寄
贈
し
市
民

の
閲
覧
に
供
し
ま
し
た
。
ま
た
資
料
館

に
展
示
し
、
来
館
者
に
１
冊
1,500
円
で
販

売
し
、
こ
の
程
完
売
し
ま
し
た
。

　

同
思
い
出
集
は
、
今
後
増
刊
す
る

予
定
で
す
。
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、

末
尾
の
「『
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
』（
第

１
集
）
の
購
入
申
込
み
要
領
」
に
よ
っ

て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

◇
　
待
望
の
資
料
館
が
開

　
館
し
ま
し
た
。
新
聞
、

　
テ
レ
ビ
そ
れ
に
市
役
所

　
の
市
報
で
取
り
上
げ
て

　
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

　
っ
て
、
来
館
者
が
相
次

　
ぎ
ま
し
た
。
多
く
は
、

　
鉱
山
関
係
者
で
し
た
が
、

　
地
元
の
郷
土
史
研
究
会

　
や
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
、
公
民
館
の
行
事

　
参
加
者
、
そ
れ
に
歴
史

　
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

　
山
大
医
学
生
や
天
童
居

　
住
の
高
齢
者
も
お
り
ま

　
し
た
。
休
館
後
も
問
い

　
合
わ
せ
が
続
い
て
い
ま

　
す
。
来
春
が
楽
し
み
で

　
す
。

◇
　
コ
ロ
ナ
禍
が
未
だ
終

　
息
を
み
ま
せ
ん
。
首
都

　
圏
で
は
連
日
数
百
人
の

　
感
染
者
が
出
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
も
一
日
二
桁
台

　
の
感
染
者
が
出
る
日
も

　
あ
り
ま
す
。
マ
ス
ク
、

　
手
洗
い
を
心
が
け
、
密

　
着
し
て
の
催
し
に
は
細

　
心
の
注
意
を
払
い
た
い

　
も
の
で
す
。ワ
ク
チ
ン
、

　
治
療
薬
が
待
た
れ
ま
す
。

◇
　
本
号
は
、
開
館
、
芋

　
煮
会
等
、
資
料
館
が
ら

　
み
の
行
事
を
特
集
し
よ

　
う
と
思
い
、
こ
ん
な
時

　
期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

　
し
た
。
遅
く
な
っ
て
し

　
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

　
い
た
し
ま
す
。法
人
は
、

　
財
政
事
情
が
ピ
ン
チ
で

　
す
。
次
号
は
年
度
末
ま

　
で
に
何
と
か
出
せ
な
い

　
か
、
努
力
し
て
み
た
い

　
と
思
い
ま
す
。
良
い
お

　
年
を
！
　
　（
髙
橋
記
）

１　販売価格　　1冊　1,500円

２　注文方法

　○　ゆうちょ銀行口座から振り込む場合は、

　　記号　18590　　番号　25347091　

　　口座名　ザオウコウザンノレキシヲカタリツグカイ

　○　他金融機関から振り込む場合は、

　　「店名」　八五八　　「店番」858　

　　「預金種目」　普通預金　　「口座番号」2534709

　　に代金を振り込むとともに、同封したハガキに　　

　　63円切手を貼って郵送してください。

　　　複数部数を注文する場合は、その旨記載してい

　　ただき、代金も振り込んでいただくようお願いします。

　　（後日、同封ハガキが手元になくなった場合は、通常ハガ

　　キを使用し、末尾の問い合わせ先まで送付ください。）

３　送付

　　　ＮＰＯ法人事務局では、振り込みとハガキを受け

　　取り次第速やかに、注文者に日本郵便の「レターパッ

　　クライト370」を利用し送付します。

４　問い合わせ先

　　問い合わせは、下記の事務局にしてください。

　　　〒999-3103　山形県上山市金谷530　

　　　髙橋正之方　　☎023-679-2435

「蔵王鉱山の思い出」（第1集）の購入申込み要領

写真等の展示状況▶

蔵王鉱山歴史資料館全景▲写真の展示、テレビ、ショーケースの状況▲

製錬場地区のジオラマ▼

「
思
い
出
集
」

　
　
の
販
売

「
思
い
出
集
」

　
　
の
販
売

　第 17 号（2）


